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　「バリシップ2023」が関係各位の多大なるご支援、ご協力のもと盛大に開催でき
ましたことを、今治市海事都市交流委員会と地元海事産業界を代表いたしまして、厚
く御礼申し上げます。

　ここ数年の間に、海事産業界を取り巻く環境は大きく変わり、2050年のカーボン
ニュートラルの達成に向けた新燃料の検討、生産性や安全性の向上に資するデジタ
ル技術の開発・導入等の多くの課題を抱えております。これらの課題を大きなビジネ
スチャンスに変え、海事産業の更なる発展に貢献するべく、今治市海事都市交流委
員会では精力的に「バリシップ2023」の開催準備を進めて参りました。

　展示会については実に４年ぶりの開催となりましたが、「バリシップ2023」では15
の国から過去最多の351社が出展され、「未来の船がここにある」をテーマに、環境
対応やデジタル技術等を中心とした最先端の技術が今治に集結しました。
　各社のブースが来場者で大いに賑わっている様子にようやく「バリシップ」が今治
に戻ってきたなという思いをいたしたところです。
　会期中は展示会場のみならず、セミナー会場や今治国際ホテルで開催された「バリ
シップフォーラム2023」も大変盛況であり、この「バリシップ」を通じて、海事産業界
が持つ旺盛なエネルギーを来場者の皆様とともに共有することができたことを嬉しく
思います。

　「バリシップ」の特徴でもある３日目の展示会場の一般公開では、出展社をはじめと
する関係者皆様のご協力により、多くの子どもたちや市民の方々が来場され、展示会
場の雰囲気を楽しんで頂きました。
　また、市内の造船・舶用工業６社による工場見学会も大盛況であり、海事産業の現
場やものづくりのスケールの大きさを体感して頂けたことと思います。今回はこの他
にも、海事関係の業界団体や教育機関等と連携し、船の見学会や海事産業に関する
学習イベントを多数開催しました。
　これらのイベントが、将来子どもたちが職業を選択する際の一助となり、海事産業
界を目指すきっかけになることを大いに期待しております。

　この度、大いに賑わった「バリシップ2023」の様子を皆様とともに振り返り、これから
の活動に繋げるためのステップとするため、開催報告集を発刊する運びとなりました。

　「バリシップ」が海事産業に携わる皆様にとって、ビジネスチャンスの場そして交流
の場として益々、魅力あふれる展示会に発展することを心より祈念しております。
　今後とも、皆様の変わらぬご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　この度、７回目となる「バリシップ」が開
催され、大盛況のうちに幕を閉じました。
開催にあたりご支援とご協力を賜りました
関係者の皆様とご来場された皆様に、心よ
り感謝申し上げます。
　展示会の開催は実に４年ぶりとなりまし
たが、主催者と地元企業そして地元自治体
が一致団結して準備を進め、プロモーショ
ン活動も精力的に行って参りました。
　蓋を開けてみれば、出展社数、来場者数
ともに過去最高という結果となり、改めて
海事産業界の活力を実感するとともに、「バ
リシップ」に対する皆様の温かなご支援に
感謝しております。
　さて、海運・造船・舶用工業をはじめとす
る海事産業は、本市にとって地域の経済と
雇用を支える基幹産業であることは言うま
でもありませんが、昨今のコロナ禍や世界
情勢により、我が国の物流を支えるライフ
ラインとしての役割が再認識されました。
　そのような中で、海事産業を支える人
材の確保は長年の課題であり、2050年の

カーボンニュートラル達成に向けて船舶の
代替需要が増大することが見込まれる今
後においては、更なる人材不足も予想され
ます。
　「バリシップ」では初回より次世代の人材
確保・育成に産学官が連携して取り組んで
おり、今回の「バリシップ2023」においても、
海事関連企業や業界団体の皆様と力を合
わせ、展示会場と工場の一般公開、市内造
船所で建造された船の見学会等の多彩な
イベントを開催しました。
　これらのイベントに参加した多くの子ど
もたちが海や海事産業に魅力を感じてもら
い、やがて海事産業界の第一線で活躍して
くれる日が来ることを期待して止みません。
　これからも本市は業界の皆様とともに、
海事産業の更なる発展に向けて取り組ん
で参ります。
　最後になりますが、「バリシップ」の益々
のご発展を心より祈念申し上げて、ご挨拶
とさせて頂きます。

　初めに「バリシップ2023」の開催にあた
り、ご協力頂きましたすべての方々に、心よ
り御礼申し上げます。
　今回の「バリシップ」は、4年ぶりの開催
で、展示規模、出展社数、来場者数、いずれ
も過去最高を記録しました。5月25日から
27日の3日間で、展示ホールとセミナー
ルームにおいて、連日様々なイベントが行
われました。また日本を代表する海事業界
関係者による講演“バリシップフォーラム
2023”にも、多くの方にご参加頂き、おか
げさまで高い評価を受けております。
　「バリシップ」は日本の造船技術、海事技
術を一堂に集め、海事産業の重要な国際
展示会としての役割を担っています。海外
からの来場者が増加に伴い、主催者として
「バリシップ」を開催することで、今治市は

日本の海事業界の中心地であることを、全
世界にアピールできていると感じています。
　このイベントを開催するにあたり、「バリ
シップ」および今治市のPRに加えて、ご参
加頂いた学生たちが、「造船」と「海運」とい
う仕事に興味を持ってくれること、そして将
来関わって頂けることを私は願っています。
そのためにも、国内外の海事関係者だけで
はなく、もっと幅広い年齢層や業界にアプ
ローチできる展示会にしてまいります。
　「バリシップ2023」の成功のために貴重
なご助言、ご協力、そしてご支援をしてくだ
さった方々へ御礼を申し上げるとともに、
私はすでに2025年5月に開催される「バリ
シップ2025」の会場で、皆様にお会いでき
ることを心から楽しみにしています。
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く御礼申し上げます。

　ここ数年の間に、海事産業界を取り巻く環境は大きく変わり、2050年のカーボン
ニュートラルの達成に向けた新燃料の検討、生産性や安全性の向上に資するデジタ
ル技術の開発・導入等の多くの課題を抱えております。これらの課題を大きなビジネ
スチャンスに変え、海事産業の更なる発展に貢献するべく、今治市海事都市交流委
員会では精力的に「バリシップ2023」の開催準備を進めて参りました。

　展示会については実に４年ぶりの開催となりましたが、「バリシップ2023」では15
の国から過去最多の351社が出展され、「未来の船がここにある」をテーマに、環境
対応やデジタル技術等を中心とした最先端の技術が今治に集結しました。
　各社のブースが来場者で大いに賑わっている様子にようやく「バリシップ」が今治
に戻ってきたなという思いをいたしたところです。
　会期中は展示会場のみならず、セミナー会場や今治国際ホテルで開催された「バリ
シップフォーラム2023」も大変盛況であり、この「バリシップ」を通じて、海事産業界
が持つ旺盛なエネルギーを来場者の皆様とともに共有することができたことを嬉しく
思います。

　「バリシップ」の特徴でもある３日目の展示会場の一般公開では、出展社をはじめと
する関係者皆様のご協力により、多くの子どもたちや市民の方々が来場され、展示会
場の雰囲気を楽しんで頂きました。
　また、市内の造船・舶用工業６社による工場見学会も大盛況であり、海事産業の現
場やものづくりのスケールの大きさを体感して頂けたことと思います。今回はこの他
にも、海事関係の業界団体や教育機関等と連携し、船の見学会や海事産業に関する
学習イベントを多数開催しました。
　これらのイベントが、将来子どもたちが職業を選択する際の一助となり、海事産業
界を目指すきっかけになることを大いに期待しております。

　この度、大いに賑わった「バリシップ2023」の様子を皆様とともに振り返り、これから
の活動に繋げるためのステップとするため、開催報告集を発刊する運びとなりました。

　「バリシップ」が海事産業に携わる皆様にとって、ビジネスチャンスの場そして交流
の場として益々、魅力あふれる展示会に発展することを心より祈念しております。
　今後とも、皆様の変わらぬご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　この度、７回目となる「バリシップ」が開
催され、大盛況のうちに幕を閉じました。
開催にあたりご支援とご協力を賜りました
関係者の皆様とご来場された皆様に、心よ
り感謝申し上げます。
　展示会の開催は実に４年ぶりとなりまし
たが、主催者と地元企業そして地元自治体
が一致団結して準備を進め、プロモーショ
ン活動も精力的に行って参りました。
　蓋を開けてみれば、出展社数、来場者数
ともに過去最高という結果となり、改めて
海事産業界の活力を実感するとともに、「バ
リシップ」に対する皆様の温かなご支援に
感謝しております。
　さて、海運・造船・舶用工業をはじめとす
る海事産業は、本市にとって地域の経済と
雇用を支える基幹産業であることは言うま
でもありませんが、昨今のコロナ禍や世界
情勢により、我が国の物流を支えるライフ
ラインとしての役割が再認識されました。
　そのような中で、海事産業を支える人
材の確保は長年の課題であり、2050年の

カーボンニュートラル達成に向けて船舶の
代替需要が増大することが見込まれる今
後においては、更なる人材不足も予想され
ます。
　「バリシップ」では初回より次世代の人材
確保・育成に産学官が連携して取り組んで
おり、今回の「バリシップ2023」においても、
海事関連企業や業界団体の皆様と力を合
わせ、展示会場と工場の一般公開、市内造
船所で建造された船の見学会等の多彩な
イベントを開催しました。
　これらのイベントに参加した多くの子ど
もたちが海や海事産業に魅力を感じてもら
い、やがて海事産業界の第一線で活躍して
くれる日が来ることを期待して止みません。
　これからも本市は業界の皆様とともに、
海事産業の更なる発展に向けて取り組ん
で参ります。
　最後になりますが、「バリシップ」の益々
のご発展を心より祈念申し上げて、ご挨拶
とさせて頂きます。

　初めに「バリシップ2023」の開催にあた
り、ご協力頂きましたすべての方々に、心よ
り御礼申し上げます。
　今回の「バリシップ」は、4年ぶりの開催
で、展示規模、出展社数、来場者数、いずれ
も過去最高を記録しました。5月25日から
27日の3日間で、展示ホールとセミナー
ルームにおいて、連日様々なイベントが行
われました。また日本を代表する海事業界
関係者による講演“バリシップフォーラム
2023”にも、多くの方にご参加頂き、おか
げさまで高い評価を受けております。
　「バリシップ」は日本の造船技術、海事技
術を一堂に集め、海事産業の重要な国際
展示会としての役割を担っています。海外
からの来場者が増加に伴い、主催者として
「バリシップ」を開催することで、今治市は

日本の海事業界の中心地であることを、全
世界にアピールできていると感じています。
　このイベントを開催するにあたり、「バリ
シップ」および今治市のPRに加えて、ご参
加頂いた学生たちが、「造船」と「海運」とい
う仕事に興味を持ってくれること、そして将
来関わって頂けることを私は願っています。
そのためにも、国内外の海事関係者だけで
はなく、もっと幅広い年齢層や業界にアプ
ローチできる展示会にしてまいります。
　「バリシップ2023」の成功のために貴重
なご助言、ご協力、そしてご支援をしてくだ
さった方々へ御礼を申し上げるとともに、
私はすでに2025年5月に開催される「バリ
シップ2025」の会場で、皆様にお会いでき
ることを心から楽しみにしています。

ごあいさつ
GREETINGS

今治市長

徳　永　繁　樹

インフォーマ マーケッツ ジャパン（株） 代表取締役社長

クリストファー・イブ

今治市海事都市交流委員会

会 長　　　垣　幸　人
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日　程 行　事　名 内　容 時　間 場　所

25日
（木）

26日
（金）

27日
（土）

28日
（日）

バリシップ2023

バリシップ2023

バリシップ2023

バリシップ2023
見学会

バリシップ2023
サブイベント

バリシップ2023
サブイベント

バリシップ2023
サブイベント

バリシップ2023
サブイベント

開会式 テクスポート今治9：30～10：00

10：00～17：00

10：30～16：40

12：45～16：00

18：30～20：30

10：00～16：00

ー

10：00～17：00

10：30～16：45

13：00～16：30

10：00～16：00

ー

10：00～16：00

10：00～16：00

10：00～15：00

9：20～16：30

9：00～18：15

10：00～16：00

11：00～12：00

9：00～15：15

10：00～16：00

9：00～15：00
（最終入場14：30）

特別セミナー 旧今治コンピュータカレッジ2階　
特別セミナー会場

バリシップフォーラム2023 今治国際ホテル2階　クリスタルホール

ウェルカムパーティー 今治国際ホテル2階　クリスタルホール

ビジネスデー体験イベント

海の仕事へのパスポート

テクスポート今治他・各社工場

テクスポート今治・旧今治コンピュータカレッジ・
フジグラン今治

乃万小学校・宮窪小学校

バリシップ2023展示会 テクスポート今治・旧今治コンピュータカレッジ・
フジグラン今治

特別セミナー 旧今治コンピュータカレッジ２階
特別セミナー会場

バリシップフォーラム2023 今治国際ホテル２階　クリスタルホール

ビジネスデー体験イベント テクスポート今治他・各社工場

海の仕事へのパスポート 常盤小学校・別宮小学校

バリシップ2023展示会（一般公開日）

今治造船本社工場・新来島どっく大西工場・
檜垣造船波方工場・BEMACみらい工場・
潮冷熱新都市工場・眞鍋造機波止浜工場

工場見学会

船の見学会
（おりんぴあどりーむせと・SIM-SHIP1） 今治港中型フェリー乗り場

おりんぴあどりーむせと内弓削商専・波方短大オープンキャンパス

バリシップ展示会場・今治造船本社工場・
新来島どっく大西工場

今治港はーばりーみなとホール

今治港はーばりーみなとホール

海洋教育体験イベント（東海大学）

ドリームバリシップファクトリー

今治港はーばりーピロティ

バリシップ2023展示会 テクスポート今治・旧今治コンピュータカレッジ・
フジグラン今治

フネージョ☆魅力発見ツアー

ドリームバリシップファクトリー

今治港はーばりーピロティ海洋教育体験イベント（東海大学）

旧今治コンピュータカレッジ２階　
特別セミナー会場

海事産業×デジタルで未来を考える
セミナー

バリシップ2023開催スケジュール
BARI-SHIP 2023 SCHEDULE

バリシップ2023開催告知ポスター
BARI-SHIP 2023 ANNOUNCEMENT POSTER
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■世界に向け「海事都市今治」を発信
　2022年４月、東京ビックサイトで開催された国際海
事展「SEA JAPAN2022」において、「バリシップ2023」
の開催発表を行いました。
　また、会期中には海事都市今治ブースを出展し、今治
に集積する海事関連企業のスケールを国内外からの来
場者に対してＰＲしました。
　来場者からはバリシップに関する質問が多くなされ、
改めてバリシップの認知度が高まっていることを実感し
ました。

バリシップ2023 開催に向けた活動
ACTIVITY FOR HOLDING BARI-SHIP 2023 IMABARI MARITIME SHOW

バリシップ2023開催発表

■市民に海事産業の魅力をＰＲ
　今治港開港100周年記念事業「みなとフェスティバル
100」の一環として、バリシップ2023と海事産業をＰＲ
するため、プレイベントを実施しました。
　今回は市内企業にご協力を頂き、小中学生向けに「海
の体験学習会」と、大学・高校生向けに「海の課題発見
チャレンジ」（課題探究型学習イベント）をそれぞれ実施
しました。
　「海の課題発見チャレンジ」では、県内の高校生たちが
自ら設定した海事産業に関する課題について、市内企業
でのフィールドワークで身に付けた知識を活かして解決
方法を検討し、その成果を発表しました。

【海の体験学習会　出展ご協力企業】
今治造船㈱、㈱新来島どっく、BEMAC㈱、眞鍋造機㈱

【海の課題発見チャレンジ　フィールドワークご協力企業】
今治造船㈱、潮冷熱㈱、㈱新来島どっく、日鮮海運㈱、BEMAC㈱、檜垣造船㈱

バリシッププレイベント

■４年ぶりの開催を精力的にアピール
　2023年２月、国土交通省や関係する国会議員の先
生方に対して、今治市海事都市交流委員会のメンバー
が揃って「バリシップ2023」のＰＲ活動を実施しました。
　約４年ぶりの開催となる「バリシップ」をオール今治で
盛り上げていくことを精力的にＰＲしました。

東京ＰＲ活動

■待ちに待ったバリシップがついに開幕
　2023年5月25日、約４年ぶりに「バリシップ」が今治
に帰ってきました。
　開場を待ち侘びた大勢の来場者が見守る中、イン
フォーママーケッツジャパン（株）のクリストファー・イブ
代表取締役社長による開会挨拶から始まったオープニ
ングセレモニー。
　次世代の海事人材育成を開催目的の一つに掲げる
「バリシップ」では、今回も地元吹揚小学校の児童２名に
もテープカットに参加して頂き、３日間の会期がついに
始まりました。
　回を重ねるごとに規模が拡大している「バリシップ」で
すが、今回も国内外より多くの出展社が集まりました。

■バリシップの開催目的
①トレードショーを核としながら「一大海事産業の
現場を擁する今治らしさ」を前面に出した国際海
事展を開催し、海事都市今治から先進の技術を発
信する。

②次世代の海事人材育成を目指した海事啓発イベ
ントを行う。

③最終日は今治を海事一色に染める。
④バリシップで海事産業が元気に！！

バリシップ2023　開幕
BARI-SHIP 2023 OPENING

オープニングセレモニー
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すが、今回も国内外より多くの出展社が集まりました。

■バリシップの開催目的
①トレードショーを核としながら「一大海事産業の
現場を擁する今治らしさ」を前面に出した国際海
事展を開催し、海事都市今治から先進の技術を発
信する。

②次世代の海事人材育成を目指した海事啓発イベ
ントを行う。

③最終日は今治を海事一色に染める。
④バリシップで海事産業が元気に！！

バリシップ2023　開幕
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■世界に向け「海事都市今治」を発信
　2022年４月、東京ビックサイトで開催された国際海
事展「SEA JAPAN2022」において、「バリシップ2023」
の開催発表を行いました。
　また、会期中には海事都市今治ブースを出展し、今治
に集積する海事関連企業のスケールを国内外からの来
場者に対してＰＲしました。
　来場者からはバリシップに関する質問が多くなされ、
改めてバリシップの認知度が高まっていることを実感し
ました。

バリシップ2023 開催に向けた活動
ACTIVITY FOR HOLDING BARI-SHIP 2023 IMABARI MARITIME SHOW

バリシップ2023開催発表

■市民に海事産業の魅力をＰＲ
　今治港開港100周年記念事業「みなとフェスティバル
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するため、プレイベントを実施しました。
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【海の体験学習会　出展ご協力企業】
今治造船㈱、㈱新来島どっく、BEMAC㈱、眞鍋造機㈱

【海の課題発見チャレンジ　フィールドワークご協力企業】
今治造船㈱、潮冷熱㈱、㈱新来島どっく、日鮮海運㈱、BEMAC㈱、檜垣造船㈱

バリシッププレイベント
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東京ＰＲ活動
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■経営者の戦略を学ぶ貴重な機会
　５月25、26日の２日間にわたって今治国際ホテルで
開催されたバリシップフォーラム2023（旧国際会議）
では、今回も海運・造船・舶用の各分野のトップがパネ
ラーとして登壇しました。
　市況変動が激しい海事産業界を生き抜いていくため
の経営戦略を学ぶ貴重な機会に、数多くの海事関係者
が熱心に耳を傾けていました。今回の参加者は延べ
1,300人にも達しました。

　また、恒例の基調講演は、商船三井の池田潤一郎会
長、そして特別講演には、パワーエックスの伊藤正裕社
長と愛媛銀行の西川義教頭取という海事産業を様々な
観点から支えるリーダーが登壇し、将来の海事産業界
を見据えた具体的なビジョンが示されました。

バリシップフォーラム2023／特別セミナー
BARI-SHIP FORUM 2023 / SEMINAR

バリシップフォーラム2023

造船パネルディスカッション

アトラクション

技術パネルディスカッション

船主パネルディスカッション

商船三井
池田潤一郎会長

主催者代表挨拶
　垣今治市海事都市交流委員会会長

来賓代表挨拶
徳永今治市長

乾杯
村上今治商工会議所副会頭

中締め挨拶
村上今治市海事都市交流委員会副会長

パワーエックス
伊藤正裕社長

愛媛銀行
西川義教頭取

SUNABACO
中村まこと代表取締役　　

東海大学
山田吉彦教授

■業界の最新情報が収集できる特別セミナー
　バリシップ展示会場でも、海事業界を取り巻く最新ト
レンドや課題をテーマとしたセミナーを開催し、今回も

多くの聴講者が訪れました。
　中でも、日本舶用工業会、日本海事協会と海上技術
安全研究所による環境規制の動向、自動運航船等のデ
ジタル化やこれらに対応する技術開発の状況等につい
てのセミナーは、関係者の関心度も高く、注目を集めま
した。
　また、各社が新製品等を紹介する出展社プレゼンテー
ションも各回立ち見の方が出るほどの盛況で会場内が
熱気に包まれていました。

バリシップ特別セミナー

■海事都市を象徴する華やかな交流会
　ウェルカムパーティーは、今治市海事都市交流委員
会が主催するバリシップ関係者の交流会です。当日は
国内のみならず、世界各地の海事関係者が参加し、和
やかな雰囲気の中で親睦を深めて頂きました。
　今回のパーティーには800人を超える参加者が集
まり、海事都市今治の夜は大いに盛り上がりました。

ウェルカムパーティー
WELCOME PARTY

バリシップ2023のテーマ
BARI-SHIP 2023 THEME

ウェルカムパーティー

■「未来の船がここにある」
　2050年のカーボンニュートラル達成に向
けた新エネルギーの導入、生産性や安全性向
上を図るためのデジタル技術の開発、そして
現場を支える人材の確保・育成等、海事産業
は多くの課題を抱えるとともに、大きな転換
期を迎えています。
　今回のバリシップでは、これらの課題解決
に必要な最新技術や製品が各社より発表・展
示されました。
　会場内の各ブースに、多くの来場者が訪れ、
活発な商談や意見交換が行われる等、大いに
盛り上がりました。

■「海事産業×デジタル」で未来を考えるセミナー
　次世代人材育成の一環として、学生向けのセミナーを
開催しました。
　第１部では、東海大学の山田吉彦教授より「海事産業
が社会に果たす役割」について、魚の養殖や排他的経済
水域等の幅広い観点から講演して頂きました。
　第２部では、2023年より今治でプログラミングス
クール等を運営するSUNABACOの中村まこと代表取
締役より「DXが海事産業にもたらす影響」について、他
産業における事例紹介を交えながら海事産業の今後の
発展性について講演して頂きました。
　当日は地元中学生や保護者が多く出席しており、海事
産業への興味を持ってもらう貴重な機会となりました。

学生向け特別セミナー

日本海事協会セミナー 　アトラクション
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■首都圏開催と遜色ない開催規模
　今回で７回目となるバリシップは、出展社が過去最
多の351社となったほか、５月25日・26日のビジネス
デーの入場者数も過去最高を記録。2022年４月に東
京で開催された「SEA JAPAN 2022」の入場者数に
引けを取らない結果となりました。

バリシップ展示会場
BARI-SHIP EXHIBITION VENUE

展示会場一般公開
OPEN TO PUBLIC

西日本最大の国際海事展
■造船所全体がテーマパーク
　今治造船の工場見学会では、広い構内
全体がイベント会場となり、各所で様々な
イベントが開催され多くの方が訪れていま
した。
　今回も盛大な餅撒きでイベントがスター
トし、毎回人気の命名受渡式を体験できる
模擬式典では餅撒きのお菓子の中に紛れ
ていた「当たり券」を手にしたお子様が支
綱切断体験をしました。
　また造船所ならではの設備を利用した
アトラクションも人気で、工場建屋の天井
クレーンを使ったUFOキャッチャーや高所
作業車の乗車体験なども思う存分楽しん
でいました。
　今年は６万４千トン積みのばら積み貨物船船見学が行われ、
来場者は普段間近で見ることができない船の大きさに圧倒さ
れながらも、船内見学を満喫していました。

工場見学会（今治造船）
FACTORY TOUR （IMABARI SHIP BULIDING）

本社工場見学会

■次世代の「担い手」育成に向けて
　バリシップ2023の最終日となる５月27日には恒例の
「バリシップ見学会」が開催され、普段はビジネス客しか
入ることのできない展示会場が一般公開されました。
　国際海事展として世界有数のスケールを誇るように
なった「バリシップ」の開催目的の一つである次世代の
海事人材育成を目指した海事啓発イベントとして行わ
れる「バリシップ見学会」は、我が国を支える海事産業の
スケールや技術力を誰もが実感できるイベントであり、
他の展示会にはない「バリシップ」だけのイベントです。
　前日まで熱心な商談が行われていた展示会場とは打っ
て変わり、この日は多くの親子連れが各ブースに立ち寄
り、操船シミュレーターで船の操縦体験をしたり、ろうそ
くの炎で進む「ポンポン船レース」を楽しんだり、缶バッ
チを作ったりと、大いに賑わいました。
　今治市海事都市交流委員会では、子どもたちに海や
船への関心を持ってもらうため、海事都市今治を「見て」
「触れて」「知って」もらう取り組みを行っており、市民参
加型という唯一無二のコンセプトは、回を重ねるごとに
多くの市民や子どもたちに受け入れられ、今回も大盛況
のうちに幕を閉じました。

バリシップならでは
市民参加型の国際海事展

OAゾーンFゾーン

BCゾーンBゾーン

Aゾーン会場エントランス

Cゾーン

会場使用面積　3,503㎡

※バリシップ見学会シャトルバスは、「一般社団
　法人日本中小型造船工業会」の助成を受けて
　運行されました。
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工場見学会（新来島どっく）
FACTORY TOUR（SHIN KURUSHIMA DOCKYARD）

■完成間近の船を見学
　檜垣造船の工場見学会では、完成間
近の新造船と組立工場が一般開放さ
れました。
　波方工場では進水した新造船の仕
上げ工事を行っており、この日はあと数
週間後に完成する新造船が公開されま
した。船内はどこもピカピカで最新鋭の
船舶の設備に参加者は釘付けとなって
いました。
　工場見学は参加者に必ず案内役の
スタッフが付く形で実施されたため、参
加者は色々と質問を投げかけながら楽
しく見学することができました。
　また、工場内では数字や文字の形に
切り抜かれた鉄板が飾られ、造船所が
持つ技術力の高さを改めて体感するこ
とができ、造船所を初めて訪れた参加
者も大満足のイベントでした。

工場見学会（檜垣造船）
FACTORY TOUR（HIGAKI SHIP BUILDING）

波方工場見学会
■巨大船を渠底から見学
　新来島どっくの工場見学会では、自社
の代名詞とも言える自動車運搬船を建
造しているドックが公開されました。
　建造中の自動車運搬船は、従来の燃
料よりもCO₂排出が少ないLNGを燃料
とする、地球環境に配慮した船舶です。
　今回の見学会ではドックの下（渠底）
まで開放されており、参加者は船を真下
から見上げることができ、ドックの幅と
ほぼ同じくらいの大きさの船は迫力満
点でした。
　他にも船のブロックや工場内の建屋
も見学することができ、市内随一の広さ
を持つ造船所のスケールの大きさを感
じる見学会でした。
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工場見学会（潮冷熱）
FACTORY TOUR（USHIO REINETSU）

■操船シミュレーターで操縦体験
　BEMACの工場見学会では、近未来的な外観が特徴
的な社屋と組立工場が一般開放されました。
　創業当時からの歴史を学べる「みらいミュージアム」
では、BEMACのこれまでの歩みや船内の電気工事の
様子、配電盤の構造などについてわかりやすく展示され
ており、次世代船舶支援ソリューション「MaSSA-One」
のコンセプトも学ぶことができました。
　工場内では国内トップシェアを誇る電気設備の組立
て現場を見学することができました。
　中でも一際人気を集めたのが操船シミュレーター。子
どもたちは画面に釘付けとなり、一生懸命に舵を切って
いました。
　屋外には電動三輪自動車も展示され、フォトスポット
として人気を集め、大いに盛り上がりました。

工場見学会（ＢＥＭＡＣ）
FACTORY TOUR（BEMAC）

みらい工場見学会
■風の力を感じる多彩なイベント
　潮冷熱の工場見学会では、社屋と工場を周遊できる
スタンプラリーが開催されました。
　社屋では、「風」をテーマにバルーンによるウェルカム
アートが来場者をお出迎えしました。
　屋外では当社が国内トップシェアを誇るスポットクー
ラの体感展示、子どもたちに人気のトイドローンの操縦
体験など多彩なイベントが開催されました。
　中でも人気を集めたのが「おさんぽペンギン」。当日は
多くの家族連れが県外から駆け付けてくれたペンギン
たちと写真撮影をする等、子どもから大人まで大満足な
見学会となりました。

新都市工場見学会
2023.5.272023.5.27
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■海事産業の活力を直接体感
　バリシップでは県内の高校や高専、大学などの教育機
関と連携して、授業の一環としてバリシップ展示会場や
工場を見学して頂き、海事産業界のスケールの大きさや
現場を体験してもらう取組みを実施しています。
　将来の就職先を考え始める大事な時期にバリシップ
を通じて海事産業を体感してもらうことで、職業選択の
一つに海事産業を加えてもらうことを目的としています。

バリシップサブイベント
BARI-SHIP SUB EVENT

ビジネスデー体験イベント
■自分だけの未来の船を造る
　今治海事都市構想の基本方針の一つである「次世代
の海事人材の育成」。今回のバリシップでも趣向を凝ら
したイベントを海事関係の業界団体にご協力を頂きな
がら開催しました。
　今治港はーばりーのみなとホールでは、日本財団と日
本中小型造船工業会との共催による「ドリームバリシッ
プファクトリー」が開催されました。
　子どもたちに大人気のレゴ®ブロックを使ったイベント
で、海事産業の重要性や船の作り方を映像で学び、「未
来の船」を創造しながら自分だけの船を造ります。
　当日は子どもだけではなく、大人も真剣にレゴ®ブロッ
クを組み立てる姿も見られるなど、あらゆる世代に船の
魅力を伝えるイベントとなりました。

ドリームバリシップファクトリー

■専門知識を持った講師による出前授業
　今治市内の小学校では「ふるさとキャリア教育」を推
進しており、地場産業である海事産業についてもテーマ
の一つとして取り上げられています。
　そのような中で、日本海事広報協会にご協力を頂き、
実際に海事産業で働いている方を講師として招き、子ど
もたちに海事産業の仕事を知ってもらう機会を提供す
る出前授業「海の仕事へのパスポート」がバリシップ期
間中に市内小学校で開催されました。
　今回は外航船と潜水調査船に乗り組んでいた方を講
師としてお招きし、船の上での生活や海底生物など普段
聞くことができない貴重なお話に子どもたちは興味津々
でした。

海の仕事へのパスポート

工場見学会（眞鍋造機）
FACTORY TOUR（MANABE ZOKI）

■初開催の工場見学会
　今回から初めて眞鍋造機でも工場見学会が開催され、
合計６社による工場見学会となりました。
　当日は、社屋とクレーン等の部品を製造する工場が一
般開放され、多くの子どもたちが見学しました。
　社屋では子どもたちに大人気のミニクレーンが展示さ
れ、子どもたちはわくわくしながら操縦していました。
　また、工場では実際に稼働する機械を間近に見なが
ら、主力製品であるウインチの歯車が出来上がる様子を
見学することができました。
　他にも景品付きのスタンプラリーも開催され、次回の
バリシップも楽しみな見学会となりました。

波止浜工場見学会
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魅力を伝えるイベントとなりました。

ドリームバリシップファクトリー

■専門知識を持った講師による出前授業
　今治市内の小学校では「ふるさとキャリア教育」を推
進しており、地場産業である海事産業についてもテーマ
の一つとして取り上げられています。
　そのような中で、日本海事広報協会にご協力を頂き、
実際に海事産業で働いている方を講師として招き、子ど
もたちに海事産業の仕事を知ってもらう機会を提供す
る出前授業「海の仕事へのパスポート」がバリシップ期
間中に市内小学校で開催されました。
　今回は外航船と潜水調査船に乗り組んでいた方を講
師としてお招きし、船の上での生活や海底生物など普段
聞くことができない貴重なお話に子どもたちは興味津々
でした。

海の仕事へのパスポート

工場見学会（眞鍋造機）
FACTORY TOUR（MANABE ZOKI）

■初開催の工場見学会
　今回から初めて眞鍋造機でも工場見学会が開催され、
合計６社による工場見学会となりました。
　当日は、社屋とクレーン等の部品を製造する工場が一
般開放され、多くの子どもたちが見学しました。
　社屋では子どもたちに大人気のミニクレーンが展示さ
れ、子どもたちはわくわくしながら操縦していました。
　また、工場では実際に稼働する機械を間近に見なが
ら、主力製品であるウインチの歯車が出来上がる様子を
見学することができました。
　他にも景品付きのスタンプラリーも開催され、次回の
バリシップも楽しみな見学会となりました。

波止浜工場見学会

2023.5.25-26

2023.5.25-26 2023.5.272023.5.27

16 17

開催報告集
BARI-SHIP 2023 IMABARI MARITIME FAIR REPORT

開催報告集
BARI-SHIP 2023 IMABARI MARITIME FAIR REPORT



■海事産業の活力を直接体感
　バリシップでは県内の高校や高専、大学などの教育機
関と連携して、授業の一環としてバリシップ展示会場や
工場を見学して頂き、海事産業界のスケールの大きさや
現場を体験してもらう取組みを実施しています。
　将来の就職先を考え始める大事な時期にバリシップ
を通じて海事産業を体感してもらうことで、職業選択の
一つに海事産業を加えてもらうことを目的としています。

バリシップサブイベント
BARI-SHIP SUB EVENT
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1年生
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立花小学校
２年生

バリシップ見学会参加者感想文（小・中学生）
けんがくかい さんかしゃ かんそうぶん しょう・ちゅうがくせい

IMPRESSIONS OF BARI-SHIP TOUR PARTICIPANTS
（ELEMENTARY AND JUNIOR HIGH SCHOOL STUDENTS）

■海事産業への女性進出を応援
　「フネージョ☆」とは、国土交通省が展開する海事産
業界における女性活躍を推進するキャンペーンです。
　今回のバリシップでは、四国運輸局との共催により、
高校生以上の女子学生と保護者を対象に、バリシップ
展示会場と市内造船所を見学できるバスツアーを開催
しました。
　見学先では女性スタッフによるアテンドを実施する
など、女性目線で海事産業の魅力を伝えるイベントと
なりました。

フネージョ☆魅力発見ツアー

■海に関する様々な研究成果を披露
　海洋に関する幅広い研究を行っている東海大学海
洋学部の学生によるバリシップ特別イベントが開催さ
れました。
　ブースでは海中を探索するロボットの操縦体験や海
洋廃棄物を再利用した動物型ロボット「ワンダフルア
ニマルズ」の展示が行われました。
　また、海藻を使ったハーバリウムを製作できるワーク
ショップも開催され、多くの親子連れで賑わいました。

海洋教育体験イベント

■メイドイン今治の船を展示
　初回のバリシップより、帆船「日本丸」等の様々な船
がバリシップ開催期間中に今治港にやってきました。
　今年は市内の造船所で実際に建造された船を市民
の方々に知ってもらいたいという思いから、メイドイン
今治の船による見学会を開催しました。
　「おりんぴあどりーむせと」は、藤原造船所で建造さ
れた”海を走る遊園地”と評される子どもたちに人気の
フェリーです。普段は岡山と香川の間を航行しています
が、バリシップに合わせて特別に生まれ故郷である今
治に帰ってきました。
　「SIM-SHIP1」は、山中造船で建造された最新鋭の
内航貨物船です。デジタル技術を駆使し環境にも優し
いこの船はバリシップ前日に竣工し、そのまま今治港に
やってきました。
　「おりんぴあどりーむせと」の船内では、地元の波方
海上技術短期大学校と弓削商船高等専門学校のブー
スを設置し、船内見学者に対してロープワーク等の体
験イベントを実施しました。
　また、25日（木）には帆船「みらいへ」も寄港し、バリ
シップに華を添えました。

船の見学会

バリシップサブイベント
BARI-SHIP SUB EVENT
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参加者まとめ
SUMMARY OF PARTICIPANTS

バリシップ2023参加者数

展示会規模

経済波及効果

■出　展　社　数
■出展した国・地域
　【 海 外 内 訳 】

■会場使用面積

※直接効果…

※間接効果…

主催者事業費＋バリシップ展示会参加者・工場見学会、その他サブイベント参加
者の消費額
（県外からの財やサービスの調達が見込まれる分は除く）
直接効果によって県内の各産業にもたらされる生産誘発額＋参加者による消費
の増加や生産誘発によって生じる雇用者所有の増加分が、新たな消費に向けら
れることによって県内産業にもたらされる生産誘発額

351社　（国内283社、海外68社）   
15
アメリカ、イギリス、オランダ、カナダ、韓国、キプロス、シンガポール、中国、デンマーク、ドイツ、日本、ノルウェー、
パナマ、フィンランド、ポーランド
〈ナショナルパビリオン〉　デンマーク、ポーランド
3,503㎡

行　事 内　容 25日（木） 26日（金） 27日（土） 28日（日） 合　計

バリシップ2023

開会式

SIM-SHIP見学会
フォーラム、特別セミナー等
ウェルカムパーティー
小計
工場見学会

展示会

海洋教育イベント
フネージョ☆魅力発見ツアー
船の見学会

キッチンカーイベント
延べ参加者数

800
4,818

860

1,302

1,000
3,866

3,896

1,114

1,200

1,500
8,050

2,614
800

369

1,200

3,300
16,734

3,896

ドリームバリシップファクトリー 970

860
25,990
9,070

141 136 970
36

サブイベント
530 2,460

36

601
9,070

2,990

2,047
5,030
46,133

※人数は、各行事の延べ人数です。　※展示会来場者は、再来場者・出展社を含んでいません。

経済波及効果 事業費に対する
経済効果 参加人数（延べ）

直接効果
４億1,411万円６億２,113万円 ２億702万円 1.74倍

間接効果
46,133人

■令和５（2023）年５月25日（木）～28日（日）
（単位：人）

国分小学校
６年生

清水小学校
６年生

日吉中学校
１年生

伯方中学校
２年生

南中学校
１年生

南中学校
３年生
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